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次亜塩素酸ナトリウム漂白における臭化ナトリウム添加の影響

　　　　一各種水溶性色素に対する検討－
　　　　　　渡辺紀子（関東学院女短大）

目的　既報（家政誌: 50,587 ）では、次亜塩素酸ナトリウムの室温漂白における効果的な

　　　　　　　　　　一条件として、臭化ナトリウムを添加剤とした影響をDirect Blue78色素汚染基質について

報告した。その結果、臭化ナトリウムを添加した系は、無添加系と比べて繊維の劣化も少

なく、高い漂白効果を示すことを確認した。実用漂白では様々な色素物質が対象になる。
本実験では日常除去困難とされている数種の水溶性色素を中心に臭化ナトリウムの添加効

果を検討した。

方法　次亜塩素酸ナトリウム（NaClO）:有効塩素13.0%の試薬（和光純薬工業㈱）、臭化ナ

トリウム（NaBr）:試薬特級（和光純薬工業㈱）、綿ブロードmおよびセロファン膜を各

種色素（Direct Red 2、紅茶、赤ワイン、カレー粉、青インク）で汚染し用いた。汚染基

質はNaC10（0.2,0.5%）水溶液にNaBrを添加後、漂白処理をしたのち、nチオ硫酸Na水溶液

に浸漬・脱イオン水ですすいだ後濾紙上で乾燥した。漂白前後の色素汚染布は、色差計（

日本電色工業㈱NR-3000）により表面反射率を測定後、K/Sｲ直を用いて漂白率を求めた。色
素汚染膜では各々の漂白前後の極大吸収波長の吸光度から漂白率を求めた。

結果NaClOに等モルのNaBrを添加するとNaBrOが生成する。色素膜の漂白は吸収スペクト

ルから確認した。 Direct Red 2汚染布ではNaBr添加系は無添加系と比べて40～50%の漂白

率の増加が確認されたが、紅茶、赤ワイン、カレー粉、青インクの汚染布ではNaBr添加系

は約10～i%の増加であった。色素の種類により差はあるがNaBrの添加効果が確認された。

また、酸化還元電位を測定した結果、NaBrOはNaClOより約50inv高かった。

2 La- 8 各種しみぬき剤の効果

三ツ井紀子　○西山利香

(昭和女大)

　目的　衣服着用中に生じるしみは、気がつかないうちに付いていることが多く、また何

が付いているかわからないことも多い。しみのため着用不可能になる衣服もあり、しみ抜

きを適切に行うことは重要である。日常生活上生じる各種しみについて、しみぬき剤と洗

剤を用い、手によるしみ抜きと機器を用いた場合の、しみの付着日数に対するしみ抜き効

果について検討する。

　方法　飲み物、食品、日用品など29種類のしみを綿布につけ、しみ抜き剤４種類と洗

剤を用い、もみ洗いでしみ抜きを行う。汚染用グレースケールを用い、肉眼判定にてしみ

の脱落程度を求める。 60 日まで経過した場合について検討する。また、16種類のしみを

選び、同じしみ抜き剤と洗剤で、ターゴトメーターを用いしみ抜き実験を行う。8日間ま

でのしみの脱落率を、反射率測定から求める。

　結果　しみの種類によりその脱落程度にはかなり差がみられた。各種しみに対するしみ

抜き剤の効果では、飲み物、食品のしみは落ちやすく、日用品、その他のしみは落ちにく

い傾向がみられた。４種類のしみ抜き剤の効果にはかなり違いがみられるため、しみ別に

しみ抜き剤を選択できるとよい。しみは付けた直後に落とすと効果が著しく、全体的には

日数が経過するほど落ちにくくなる傾向がみられた。
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